
 

 

イイチチロローーのの言言葉葉かからら、、今今のの自自分分をを振振りり返返っっててみみよようう  
                                                                                                                   学年主任より 

 今年３月、イチローは現役引退を決意した。その引退会見は長時間に渡った。この会見の中では、野球や生き方について、

今まで彼が発言してきたことが、別な表現で語られたりもしていました。 

 イチローの今回の会見や過去の発言から、「努力」や「目標」、「継続」について考えてみよう。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

福島西高校２学年通信 第４号 

発行日 令和元年６月２８日(金) 

■■■ 引退会見より ■■■ 

 

記者  「子供たちに是非メッセージを」 

イチロー「……（略）。まぁ、野球だけでなくてもいいんですよね、始めるものは。自分が熱中できるもの、夢中になれるも

のを見つけられれば、それに向かってエネルギーを注げるので。そういうものを早く見つけてほしいなと思います。

それが見つかれば、自分の前に立ちはだかる壁に向かっていける。向かうことができると思うんですね。それが見

つけられないと壁が出てくると諦めてしまうということがあると思うので。色んなことにトライして、自分に向く

か向かないかというより自分が好きなものを見つけてほしいなと思います」 

記者  「常々、最低 50歳まで現役ということをいってきたが、 

日本に戻ってもう 1度プロ野球でプレーするという選択肢はなかったのか？」 

イチロー「なかったですね」 

記者  「どうしてか？」 

イチロー「……（略）。最低 50までって本当に思ってたし。でもそれは叶わずで。 

有言不実行の男になってしまったわけですけど、でも、その表現をして 

こなかったら、ここまでできなかったかなという思いもあります。だから、言葉にすること。難しいかもしれない

けど、言葉にして表現することというのは、目標に近づく一つの方法ではないかなと思っています。」 

記者  「イチロー選手の生きざまで、ファンの方に伝えられたことや、伝わっていたらうれしいなと思うことはあるか？」 

イチロー「……（略）。自分なりに、はかりを使いながら、自分の限界を見ながら、ちょっと越えていくということを繰り返

していく。そうすると、いつの日からかこんな自分になっているんだ、という状態になって。だから少しずつの積

み重ねが、それでしか自分を越えていけないと思うんですよね。（略）……」 

［過去のイチローの言葉より］ 

○ 努力せずに何かできるようになる人のことを「天才」というのなら、僕

はそうじゃない。努力した結果、何かができるようになる人のことを「天

才」というのなら、僕はそうだと思う。人が僕のことを、努力もせずに打

てるんだと思うなら、それは間違いです。 

○ 壁というのは、できる人にしかやってこない。超えられる可能性がある

人にしかやってこない。だから、壁がある時はチャンスだと思っている。 

○ 特別なことをするために特別なことをするのではない、特別なことをす

るために普段どおりの当たり前のことをする。 

○ 準備というのは、言い訳の材料となり得るものを排除していく、そのた

めに考え得るすべてのことをこなしていく。 

○ 夢を掴むことというのは一気には出来ません。小さなことを積み重ねる

ことでいつの日か信じられないような力を出せるようになっていきます。 

○ 自分がわからないことに遭遇するときや、知らないことに出会ったとき

に、「お、自分はまだまだいける」と思います。 

○ 同じ練習をしていても、何を感じながらやっているかで、ぜんぜん結果

は違ってくるわけです。 

期末考査の復習、 

模試の復習を 

必ずやること！ 

 

 分からなかった問題、間

違った問題を、しっかり復

習すること。模試の復習プ

リント等の課題も出ます。

提出することが目的では

ありません。実力をつける

ことが目的です。 

あたりまえの積み重ね

が、真の実力となっていく

のです。 

 

  
イメージ CG：番匠 



■新・生徒会役員、決定■ 6月 12日（水）、立会演説会と投票が行われました。新役員のみなさん、頑張って下さいね。 

     

     

   

 

【特別企画】〇〇先生からのメッセージ⑥…山田先生より 

 

 

■ ７月の行事予定 ■ 

日 曜 予 定 

1 月 SC 

2 火  

3 水  

4 木 ⑤～⑦デザ科親子勉強会 

5 金  

6 土  

7 日  

8 月 こじか保育園訪問  SC 

9 火  

10 水 公務員試験対策出前講座 

11 木  

12 金 野球部試合 

13 土 県北美術部実技講習会（本校）、デザ科美大見学会 

14 日 〃 

15 月 海の日 

16 火 月の授業 

17 水 球技大会 

18 木 球技大会 

19 金 45 分③～⑥、大掃除、終業式、LHR、公務員試験対策出前講座 

20 土 夏季休業～8/25 

21 日  

22 月 課外（全員）   デザ科課外  SC 

23 火  

24 水  

25 木  

26 金  

27 土  

28 日  

29 月 課外（全員）   デザ科課外 

30 火  

31 水 体験入学 

SC…スクールカウンセラー来校日 

２

９ 

部活動★2年生も頑張っています！ 

●インターハイ出場、おめでとう！ 

女子バスケットボール部さん（鹿児島県） 

体操部・木下太陽さん(2 の 5)（鹿児島県） 

●福島県総合美術展入賞・入選おめでとう！ 

美術部・「青少年美術奨励賞」七海瑠花さん(2 の 6)他入選 7 名 

●野球部、夏の高校野球大会が始まります。頑張れ！ 

２回戦・対石川高校 ７/12（金） 開成山球場 

 とても自由な雰囲気の中で高校時代を過ごしました。 

特に芸術でクラス分けされていたので、美術選択だっ

た私のクラスは個性派ぞろい。当初は中学時代と比べて

何もかも自由で変な感じがしたものですが、途中からは

そっちになじんでしまいましたね。また、クラスメイト

がとても優しく、どんなに個性的でバカやっても許容し

てくれる優しい人柄の人ばかりで、 

居心地がよかった。 

社会人をずっとやってきて思うの 

は、人間は勉強はできたほうがよい 

けれど、それだけでもだめというこ 

と。最終的には人間性も含め、トー 

タルな力が大事だと思います。 

■夏期課外について■ 

 前期課外 7/22(月)～30(火) ……全員 ※土日は休み 

 後期課外 8/19(月)～22(木) ……希望者 

 集中学習会・GTEC 8/23(金) ……全員 

■諸経費について 

 28日（金）までが納入期限でした。ご協力ありがとうござました。 

納入の確認後、まだ納入されていないご家庭につきましては、学校か

ら再度、ご案内を差し上げる予定です。 

会 長 大槻京香  さん（2の 5） 

副会長 齋藤陽介  さん（2の 3） 

書 記 取渕笑璃果 さん（2の 5）  

運営委員 亀山 未空 さん（2の 4） 

運営委員 森谷 美友 さん（2の 1） 

会計監査 菅野 佑斗 さん（2の 1） 

会計監査 紺野 亜唯 さん（2の 3） 

 


